
N.大型プロジェクト

1.研究拠点形成事業：アジア・アフリカ学術基盤形成型「類人猿地域個体群の遺伝学 ・感染症学的絶

滅リスクの評価に関する研究J
日本からの派遣者5名を含む42名が参加して、 AfricanPrimatological Consortium （アフ リカ霊長類研究コンソ

ーシアム）の第2四年次総会と第2回ワークショップを、コンゴ民主共和国キンシャサ市とウガンダ共和国マケ

レレ大学で8月23B～26日の4日間開催したe 総会では、本事業の7つの拠点期間のほか、 アフ リカ 6カ園、
アフ リカ以外 2カ国の研究者が各自の研究成果を発表したc また、今後 APCの活動を発展させていく ための方

針が話し合われ、 本コンソーシアムの性格をよ り明確にするため、名称を A企IC叩 PrimatologicalConsortium for 

Conservation （アフ リカ霊長類研究・保護コンソーシアム）と改めることになったむまた、 2018年にケニアのナ

イロピで開催される国際霊長類学会で、 APCC主催のラウンドテーブルとシンポジワムを組織することになり、

その内容について話し合いがもたれた。また、ワークショップでは、GPSとスマー トフォンを用いたサイパート

ラッカーというフィーノレドデータの記録デバイスの使い方とその応用方法についてのトレーニングを行い、 これ

を用いた共同研究の枠組みについて話し合われた。

（文責：古市剛史）

2.日本医療研究開発機構：エイズ対策実用化研究事業「HIV感染症の根治療法創出のための基礎 ・

応用研究I
今日、HIV-1感染症は適切な抗日V療法 （ART）により、 AIDSに至ることなく日常生活を送ることが可能な

性疾患となった。 しかし、 HIV感染者は治療の長期化に伴う様々な非感染性合併症の発症リスクが高いことに

加え、精神的 ・社会的リスクも非常に大きいc 現状では、最新の ARTでも HIVを体内から除去することは不可

能であり、 ART中断によ りHIVリバワンドが生じるため終生のART治療が必要となり、保健医療における経済
的負担も非常に大きい。 そこで本研究では、新規霊長類モデノレである長期潜伏 HIV感染カニクイザノレの活用とい

う独自の切り口により、 回V感染症の槙治治農法創出に向けた基盤を確立すベく前臨床 POC試験を中心とした

基礎・応用研究を展開する。 具体的には、①複合Latency-reversingagent及びART投与による shockand kill療法、

＠田V抵抗性遺伝子を導入した iPS細胞由来造血幹細胞等の移植療法、＠リンパ節等を中心に 田Vリザーパーサ

イズの動態およびHIV制御の免疫学的基盤、について検討を行っている。

（文責・明里宏文）

3.特別経費事業「人間の進化J
本事業は、人聞の進化を明らかにする目的で、 世界初となるヒト科3種 （人間 ・チンパンジー・ ボノボ）の心

の比較を焦点とした霊長類研究を総合的に推進し、人間の f心の健康Jを支えている進化的基盤を解明するもの

である。ヒト科3種の比較認知実験としては、 全米動物園連盟の協力のもと、北米から平成25年度にボノボ4個

体を輸入したのに引き続き、平成 28年度にも 2個体を新たに導入して合計6個体になり、 これらを使ってチン

パンジーとの比鞍研究を続けているc この事業に伴って、 霊長類研究所のチンパンジー研究施設と熊本サンクチ

ュア リのチンパンジー・ ボノボ研究施設を整備して、認知科学研究を実施した。これと平行して野外の個体詳を

対象にして、チンパンジー （ギニア共和国、 ウガンダ共和国）とボノボ（コンゴ民主共和国）の長期研究を継続

している。ヒト科3種を補完するものとして、アジアの霊長類研究を継続実施して、オランワータンやテチ ガザ

ノレなどの霊長類希少種の研究と保全の国際連携体制を構築した。こうした事業に、 教員 （2名）、外国人研究員

(2名）、外国に常駐する研究員 （2名）、外国語に堪能な職員 （2名）を配置して、 英語による研究教育を充実

させた。こ うした研究の基盤を支える研究資振として、 霊長類研究所が保有する 12種約 1200個体の飼育下サル

類の健康管理に万全を期する飼育 ・管理体制を確立しているc 霊長類、研究所で累代飼育しているチンパンジー親

子 トリオ （父・アキラ，母・アイ， 息子・アユム）で、 全ゲノム配列を高精度に決定し，両親から子供にゲノム

DNAが継承される（遺伝する）際に起きる変化を詳細に解析した。その結果、父親由来の突然変異が母親由来よ

り約3倍高い頻度で起きていることを明らかにした。また、2個体で連続的に協力しなければ解決できない認知
課題を考案し、チンパンジー2個体が解決できるか観察することで、チンパンジーが役割交代をしながら連続的

な協力行動をとることを、 世界で初めて実証した。

（文責：湯本貴和）

4.特別経費事業「新興ウイルスj
特別経費 （プロジェクト分）事業名 I新興ウイノレス感染症の起源と機序を探る国際共同先端研究拠点j、は京都
大学ウイノレス ・再生医科学研究所との連携事業として組織したものである。 事業実施期間：平成 25年 4月 1日

から平成30年 3月 31日まで（5年間）。 本事業は両研究所の教員が参加する「協働型ウイノレス感染症ユニットj

で新興ワイノレス感染症に関する複数のa研究プロジヱクトを行っているo平成29年度の研究概要は以下の通りで

ある。

1) HTLV-1感染の霊長穎モデルに関する研究 （明里）．
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これまでの本事業での研究において、ヒトの成人T細胞白血病の原因ウイノレスである HT工:V-1lこ近縁のSTL＼ん
lが感染したニホンザノレが、 HTLV-1慢性感染機構やその病態解明に有用な動物モデノレで、あることを報告した。 ま

た、 HTLVのがん化に関わる HBZ蛋白に対するワクチンやHTLV-1治疲薬であるモガリスマブについて、サノレモ

デルによりその有効性の実証に成功した。今年度は以下のような研究成果が得られた。1)HTLV-1/STLV－は一度

感染すると生涯生体から排除されないことからウイノレス潜伏感染の場が存在することが示唆されていたが、その

実態は未解明で、あった。本研究において、 造血幹細胞がHTLV-1/STLV-1潜伏感染の場であることが初めて明らか

となった。驚いたことに、 単球や穎粒球といった CD4Tリンパ球以外の血球細胞にも HTLV-1/STL＼んlブロウイノレ

スゲノムが存在し、造血幹細胞に感染したHTLV-1/STLV-1が犠々な血球細胞にも移行することが示された。これ

らは、 これまでの常識を覆す重要な知見と考えられた0 2）ニホンザノレにおける顕著に高い STLV-1感染率の原

因を探るべく、 その感染様式について検討を行ったe 予想、に反して母子ノレー トによる感染頻度は 20%程度と

HTLV-1での場合と同程度であり、 性成熟に伴い陽性率が急上昇し5～6歳以上の個体では 90%以上の陽性率を
示す事が明らかとなった。以上よ り、STLV:・1高感染率はニホンザノレの社会生態に基づく個体間水平感染が原因

であることが強く示唆された。

2) 血小板減少症に関する研究 （岡本）

SRVの抗体検査に関しては、 市販のキットによる ELISAを行ってきたが、 ELISAキットのロット聞でのバラ

ツキが大き く、 非特異的反応により判定が困難な場合もしばしば認められたc また、リ コンビナント蛋白を用

いたウエスタンプロットも同様で、 安定した検査法で‘はなかったc そこで、 合成ペプチ ドを用いて抗原エピ ト

ープを特定し、よ り高感度で特異性の高い抗体検査法の開発を行った。その結果、数種の合成ペプチドを用い

るこ とにより、 比較的高感度で安定した ELISAの系を構築することができた。一方で、 これまで全く感染例の

なかった第二キャンパスのニホンザノレにおいても、 ごく少数の陽性例が確認された。 これらの原因について

は、内在性レトロウイノレスの発現が関与しているのではなし、かと考えており、現在解析中であるc

感染実験を行ったサノレの全身の組織について、病理学的検討を行ったが、発症個体においても骨髄以外では

特に病変は認められなかった。血小核減少という共通した病態がみられる以上、霊長研での発症個体 （SRV・4

こ起因）と自然科学研究機構での発症個体 （SRV・5に起因）には共通した病理変化が認められると考えられ

た。しかし、 両者聞はおろかSRV・4による発症個体の間でも骨髄の病理変化は様々で、血小板減少症と直接結

びつく病理変化は確定できなかった。ワイルスの局在については、 骨髄に加え、害粘膜上皮、腸管上皮で多く

のウイノレス抗原が確認された。SRV・5の局在に関しては、 現在滋賀医科大学の中村准教授の協力のもと、 解析

中である。

3) サノレフォーミーウイノレスに関する研究 （岡本）

フォーミーウイノレス （FV）は、レトロウイノレス科のスフマレトロウイノレス亜科に属し、 ヒト以外の霊長類、ワ

シ、ワマ、ネコ等の動物にて独自の型を保持しているc 霊長類で見られる型はSFVとよばれ、野生において高

確率で陽性であり、 宿主と共進化していると考えられている。そこで、 霊長類研究所で飼育されている産地の

異なるニホンザノレについて、 SFVを網羅的に調査したc その結果、 霊長研内のニホンず／レにおいても数タイプ

のSFVが保持されていること、 同一個体に複数のタイプの SFVが感染していること、 ヤクザノレに感染している

SFV は本州のサノレの SFVより早く分岐していること等が明らかとなった。

4) アカゲザノレを用いたエイズモデノレによるワクチン開発研究 （ウイノレス ・再生医科学研究所： 三浦）

これまでに、 エイズの原因ウイノレスであるヒト免疫不全ワイノレス l型 （HI¥ん1）の感染モデ〉レとしてサル免疫

不全ウイノレス（SIV）や、それらの組換えウイノレスであるサノレ／ヒト免疫不全ウイノレス（SHIV）のアカゲ、ザルへ

の感染動態と免疫応答について長年研究を行ってきたc 一方、 SIV遺伝子を発現する BCGベクターとワクシニ

アウイルスベクターを組み合わせて免疫することにより、SIVの感染防御効果が得られることを示唆する予備的

結果を得ている。 平成 29年度は、 本事業にて霊長研より供与を受けたアカゲ‘ずノレについて、ワクチン詳 3頭お

よび対照群 3頭のアガケザノレについて免疫誘導状況について調べたところ、ワクチン群では対照群に比較して

SIV特異抗原に対する免疫が誘導されていることが確認された。そこで、 SIVmac251株による低用量頻回経直腸

攻撃接種実験を行ったところ、期待に反してワクチン群と対照群でワイノレス感受性に違いが認められなかった。
また、新規に開発した攻撃接種用 S日V として、 臨床分離株と同等レベノレの中和抵抗性を有する CCR5親和性

SHIV-I¥低 38C株について3頭のアカゲサノレ経直腸感染実験を行ったところ、3頭中2頭で持続的に高いワイノレス

血症が観察された。ワクチン候補のさらなる改善および攻撃接種用 S田Vの攻撃接種ウイノレスとしての適正評価

のために引き続き感染実験を継続する必要がある。

以上のように、サノレ類を用いたモデル動物研究は、難治性ウイノレス感染症の病態や治療法開発に資する幾多の

優れた知見を提供している。 来年度は更に上述の成果を発展させるべく、 両研究所の連携研究を推進していきた

（文責：明里宏文）
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5.霊長類学 ・ワイルドライフサイエンス ・リーディング大学院 (PWS)

プログラム ・コーディネーター・ 松沢哲郎（高等研究院 ・特別教授）

平成25年 10月 1日に採択され発足した当プログラムは、 日本の他の大学に類例のない、 フィーノレドワーク

を基礎とするプログラムである。 学内の研究者に加えて、環境省職員、 外交官、地域行政、法曹、国際NGO、

博物館関係者などからなるプログラム分担者をそろえ、 3つのキャリアパスを明確に意識した体制を構築したc

採択当初から L3編入制度を導入していることによ り、平成 29年度は5学年 35名の履修生がそろい、6名の

仮修了生および l名の修了生を輩出した。欧米などからの外国人履修生は 14名 （41%）にのぼり、 前年度に引

き続き、 申請当初の目標を達成したc

1）プログラムの実施 ・運営 ・
必修の8実習 「インターラボJ 「幸島実習J 「屋久島実習j 「ゲノム実習J 「比較認知科学実習／動物福祉実
習J f笹ヶ峰実習j 「動物園 ・博物館実習J 「邑主フィーノレドワーク実習jのカリキュラムを実施した。また座
学として、 英語が公用語の「アシュラ ・セミナーjをll回、公用語を定めない 「ブッダ・セミナーJを6回実施
した。これらの実習・ セミナーは、 基本的な公用語は英語であるc 特に実習は年に2回ずつ実施することで、履

修生の所属研究科講義の受講や自主的なフィーノレドワークの妨げとならないよう配慮した。また、実習実施拠点

の整備とその維持にも力を注いだ。具体的には、チンパンジーとボノボを擁する熊本サンクチュアリ、 幸島の野
生ニホンザノレ施設、屋久島の野生のサノレとシカの調査施設、公益財団法人日本モンキーセンターなどである。国

外では、アフリカ、中南米、 インド ・東南アジアという 3つの熱帯林を中心とした野生動物のホットスポットが

挙げられる。履修生は、 Llからすぐに、これらの海外拠点で2～6カ月の中長期にわたって自主企画のフィーノレ
ドワークをおこなった。

・インターラボ：京都市動物園 ・生態学研究センター・原子炉実験所・擢戸臨海実験所・霊長類研究所・日本モン

キーセンターを回り、生物科学専攻における広範囲な研究領域の概略を学ぶc

・幸島実習：日本の霊長穎学の発祥の地である宮崎県幸島において、天然記念物である幸島の野生ニホンザノレを

観察して、 糞の採集から食物となった植物を同定するなど、各自が工夫したテーマで研究をおこない、 野外研究

の基礎を学ぶ。

・屋久島実習：世界遺産の島・屋久島で、海外の学生との研究交流も兼ねて、タンザニア、 イン ド、マレーシア、

ブラジノレの大学院生とともに英語を公用語としたフィーノレドワークをおこなう。採取した試料は、続いて行われ

るゲノム実習で使用する。

・ゲ‘ノム実習 ：屋久島で採取した試料を使って、 様々な実験と解析をおこなう （初心者コース／次世代シーケン

サーを駆使した高度なコース）。 屋久島実習に引き続き参加する海外の大学院生を交えて、 実習は英語を公用語

として進められる。フィーノレドでのサンプリングと、 それに続くゲノム分析を通して経験することで、フィーノレ

ドワークもラボワークもおこなえる研究者を養成する。得られた成果をもとに、最終日に国際シンポジワムでポ

スタ一発表 （英語）を実施する。

・比較認知科学実習 ・霊長類研究所で、チンバンジーの認知機能の実験研究の現場に参加して、チンパンジーと

いう f進化の隣人Jを深く知るとともに、そうした日々の体験を通して 「研究j としづ営為を理解する。研究す

る側の日常と、研究される側の日常の姿を見せたい。またこれに加えて、霊長類とは異なる環境に適応してきた

有蹄類であるウマについても、その行動観察などの実習をおこなう。

・動物福祉実習・ 野生動物研究センター ・熊本サンクチュアリにて、 飼育下の動物の動物福祉について、 講義と

実習によって学ぶ。

動物福祉の向上を図る実践的取組としての環境エンリッチメント、 採食エンリッチメント、認知的エンりッチメ

ント、およびこれらの実践と評価するために必要な行動観察や比較認知科学研究の手法について、 実習によって

習得する。

・動物園・博物館実習 ・日本モンキーセンターにおいて、 PWS教員 ・キュ レーター・ 飼育技術員・ 獣医師を講師

としたレクチャーを受け、 現場で飼育実習を行い、教育普及活動にも参加する。 PWSの3つの出口のうちのひと

つである「博士学芸員Jの仕事について学ぶとともに、霊長類及びワイノレドライフサイエンスの環境教育の実践
こ触れる。

・笹ヶ峰実習 （無雪期 ・積雪期） ：京都大学笹ヶ峰ヒュッテ （新潟県妙高市：標高 1300mの高原）において、 生

物観察や火打山 （標高 2462m）登山や夜間のビパーク体験（戸外での緊急露営）を通して、フィーノレドワークの

基礎となるサバイバノレ技術を学ぶ。

・自主フィーノレドワーク実習 ：自主企画の海外研修を行うことで、履修生の呂発的なプランニング能力の向上を

図り、出口となる保全の専門家やキュレータ一、アウト リーチ活動の実践者の育成につなげる。

2）連携体制の維持 ・強化 ．

履修生を広く深く支援する教育研究体制を構築したc プログラムの意思決定は、学内分担者の全員からなる月

例の協議員会で、その中枢としてヘッドクオーター （HQ）制度をとった。コーディネーターを含む8名のHQが

いて、 諸事の運営を審議する。特定教員7名をはじめ、 語学に堪能な事務職員を各拠点に配置し、協力して履修
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生をサポー トした。プログラムの方針 ・運営状況 ・カリ キュラム ・成果 ・履修生の動向などについて、対内外の

情報 ・広報は、すべて一元的に回 （h町 内市W wildli長引ience.org/）に集約して共有したe 年2回開催 （平成28

年度は9月 12・15日と 3月2-4日）の TheInternational Symposium on Primatology and Wildlife Scienceで、履修生や

外国人協力者 （IC）も含めた 100名超のプログラム関係者が一堂に会することで、プログラムの方向性や進捗状

況を確認し、 連携強化を図った。なお、 9月実施シンポジワムは平成29年度秋入学履修生の、3月実施シンポジ

ウムは平成30年度春入学の履修生の入試をそれぞれ兼ねており、平成27・28年度を上回る数の応募者があったo

加えて、日本学術会議 ・基礎生物学委員会・ 統合生物学委員会合同ワイノレドライフサイエンス分科会にてプログ

ラム・コーディネーターが委員長を務めることで、 長期的かっ学際的な評価 ・支援基盤を固めた。さらにプログ

ラムの『実践の場Jとして、 16の動物園・水族館・博物館と連携協定を結んでいるが、 特に公益財団法人日本モ
ンキーセンター （以下品1C）や京都市動物園では、履修生によるアワト リーチ活動も活発化している。特に、 JMC

発行の季刊誌「モンキーJの刊行については、 本プログラムが全面的に協力し、プログラムの活動 PRの媒体と
なっている。園内ワイノレドライフサイエンスとの連携も継続しており、特に屋久島は毎年2回実習で訪れるなか

で『屋久島学ソサエティ（http://yakushimagakusociety.hateblo.jpL)Jを中核とした地域住民との協働が緊密である。

3）キャリアパスを見据えた履修生の邑主性の酒養と支援 ：

必修の「自主フィーノレドワーク実習Jでは、履修生が邑主企画の海タ同斉修をおこなう ことで、 自発的なプラン
ニング能力の向上を図り、 出口となる保全の専門家やキュレーターや、アウ トリーチ活動の実践者の育成につな

げている。 個人的なフィーノレドワークに限らず、大学院生のイニシアチプによる自主企画の取組も奨励し、運営・

実践龍力の福養を図った。具体的には、 「Conserv'Session環境保全映画の上映会と講演会 （月次開催）」や「丸

の内キッズジャンボリー出展 （8/15・17)J等であるc さらに、プログラム担当者の堀江正彦 （前駐マレーシア大

使 ・地球環境問題担当大使）らの協力を得て、町αぜ（国際B然保護連合）インターン、UNESCO-MAB（ユネス
コ人間と生物園計画）インターン、 環境省インターンを実施したc 環境省や日本科学未来館との交流人事を継続
し、本学で学位取得した外国人教員を採用して、ローノレモデノレとなる若手教員が履修生の指導にあたった。

4）優秀な履修生の継続的な獲得と支援．

L3編入制度、春秋の国際入試をおこない、秋入学者へのカリキュラム対応を整備して、優秀な留学生を獲得し
た。国際学会にプースを出して、 国際的な広報活動を実施した。HPの内容を充実させて、 HPを見ればプログラ

ムのすべてがわかるよ うにした。学部生や高校生を対象と したプログラム担当者による実習を継続し、優秀な自

大学出身者の獲得に努めた。熟慮、のうえで奨励金の給付はおこなっていないが、その代わりに、 r l,、つでも ・ど
こでも ・なんで‘もJを合言葉として、 履修生のフィーノレドワーク旅費 （航空券代や日当宿泊費）を全面的に支援

した。

（文責 ：湯本貴和）

6.日本学術振興会研究拠点形成事業A.先端拠点形成事業「心の起源を探る比較認知科学研究の国際

連携拠点形成（略称 CCSN)J
事業名「心の起源を探る比較認知科学研究の国際連携拠点形成J。略称、 fCCSNJo 日本側の拠点機関は京都大

学霊長類研究所、 日本側コーディネーターは高等研究院 （霊長類研究所兼任）の松沢哲郎で、ドイツ （マックス

プランク進化人類学研究所）・イギリス（セントアンドリ ユース大学）・アメリカ（カリフオノレニア工科大学）の

3国が相手国となっている。本研究交流計画は、①人間にとって最も近縁なパン属2種 （チンパンジーとボノボ）

を主な研究対象に、②野外研究と実験研究を組み合わせ、＠日独米英の先進4か国による国際連携拠点を構築す

ることで、人聞の認知機能の特徴を明らかにすることを目的と しているc 事業期間は平成 26年度から平成 30年

度の5年間である。 国際的な共同研究、セミナー開催、研究者交流をおこなうことで、 各国のもつ研究資源を活

かして比較認知科学研究の国際連携拠点を形成する。 4年度目 となる平成29年度には、 国際連携研究の体制強化

とともに、飼育下の大型華人麓等を対象とした比較認知科学研究、およびアフリカにおける野生チンパンジーの

行動研究をはじめとした野生の大型類人猿等を対象とした比較認知科学研究を、 国際共同研究として推進したG

セミナーは、 平成29年4月にイギリス、 平成30年 1月に日本で開催したc とくに愛知県犬山市にある日本モン

キーセンターでおこなった2回目のセミナーでは、 国際共同研究の成果を一般の人を含む参加者に向けて発表す

るよい機会となった。また、 平成 28年度から開始した、ギニア・ボッソウの野外実験場における野生チンパン

ジーの長期行動記録映像をデジタノレアーカイブ化する作業について、イギリスのオックスフォード大学と連携し

て推進した。ビデ、オのテeジタノレ化はほぼ終了し、 国際共同研究で活用可能な資料として提供するための準備を進

めている。 平成29年度には本経費で、 のベ 14名が373日の国際交流と、のベ23名が37日間の国内交流をおこ
なった。

（文責： 林美里、松沢哲郎）

7.科学技術試験研究委託事業 ：革新的技術による脳機能ネ ットワークの全容解明プロジェクト

(Brain/MINDS) 

霊長類研究所は情報学研究科と協力して、「マーモセットの高次脳機i能マップの作成とその基盤となる神経回

路の解明及び参画研究者に対する支援jという課題名で、中核拠点の参画機関と して研究を推進した （参画機関
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業務主任・中村克樹、分担研究者・高田昌彦、石井信、大羽成征）o 本事業は、平成26年度より文部科学省が始

めたもので、 霊長類 （マーモセット）の高次脳機能を担う神経回路の全容をニューロンレベノレで‘解明するこ とに

より、ヒトの精神 ・神経疾患の克服や情報処理技術の高度化に貢献することを呂的としたものである。 平成26 

年度に採択され、12月よ り研究活動をスター トしたc 平成27年度よ り日本医療研究開発機構 （M伍D）の管

轄となった。霊長類研究所では平成29年度も引き続き、多シナプス性神経回路の解析 ・疾患モデ‘ノレマーモセッ

トの作出・認知課題等の開発などを推進した。また、福島県立医科大学 ・北海道大学・東京医科歯科大学 ・東京

大学・理化学研究所 ・名古屋大学などとの共同研究も推進した。広くマーモセットの飼育・管理の情報や技術援

供も行った。

（文責：中村克樹）
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